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 ジャーナリズムとは 1）ある社会共通の価値観や行動指針となる世論を形成するために， 
 2）同時代に起こっているありきたりではない出来事を  3）批判精神をもって価値判断し 
 4）その結果をニュースとして，あるいは評論として， 5）より速く  6）より正確に 






































































































































































































    ※一般の人の年間被曝量を 1ミリシーベルト以下に抑えるというルールは、 
     ＩＣＲＰ＝国際放射線防護委員会が勧告した数値で、「放射線は浴びないのに 
     越したことはない」という極めて保守的な考えに基づいた値です。 
    ※国内で自然に浴びる放射線の量は、1～2ミリシーベルトと暮らしている地域 
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 トップ > ニュースセレクト > 気象･地震 > 東日本大震災 > 東日本大震災　図説集　写真一覧 > 写真
[PR] 【１０年で３億つくる!?】サラリーマンでもできる不動産投資！























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1μSv/h = 4 × 105Bq/m2!
!  なので、福島の汚染は 106Bq/m2 と
なり、ウィンズケールの 100 倍 �






3/13 に BWR の構造、事故のモデル
とかの資料がないかと調べていたら、
原子力安全基盤機構の報告書というの
を見つけた。
まとめ�
!  リスクコミュニケーションは放棄された。!
!  その政府の対応を科学ジャーナリズ
ムが批判，相対化するのに失敗，追従
してしまった。!
!  しかし，東日本大震災・原発震災は，日
本社会の市民科学リテラシーの深さ
をみせてくれた。ただし，事後の全面
展開。事前に課題を共有，悲惨な事態
を未然に防止するしくみは弱かった。!
!  ｢科学コミュニケーション｣ムラに安住
せず，相互批判・切磋琢磨のしくみを!
「基本文献は読んだ上での  
�攻撃的取材が必要」�
���「批判的なエネルギーが枯渇しているように見え
る一因は，学術論文を科学外部の人間が読まないこ
とにある。最近は専門分化が極端に進み，専門論文
を読むことは難しくなっているのは事実であるが，そ
れは程度の問題にすぎない。…専門細分化を理由
に，重要度の高い専門領域の内部に踏み込んで批
判を行わないのは，単なる知的サボタージュでしか
ない。この「専門論文読解能力」の壁が…，�専門家
集団の特権性を維持する機能である以上，これを崩
せばいいだけなのだ。」�
米本昌平：「社会の中における科学」を語る—これか
らの科学報道を考える，ジャーナリズム5月号（2011）�
以下はおまけ（質疑応答の
際のための予備スライド）�
「チーム中川」の失敗�
!  東京大学医学部で放射線医療を専
門とする中川恵一らによるツイッター
矢NHKテレビでの「安心」情報（例え
ば：100mSv浴びても問題ない）。!
!  ヨウ素は揮発性なので汚染水は沸騰
させれば大丈夫，との発言に疑問続出!
!  測定の結果，まちがいを認める。!
!  専門家の言動を相対化する必要だと
ネット上で多くの市民が学んだ。 �
原発報道三つの失敗�
!  黎明期に利点ばかりを強調!
!  70年代後半以降に始まった反原発市民運
動を厳しく批判した（江戸時代に戻るの
か）!
!  チェルノブイリ事故のあと世論は原発反対
に変わったが，それ以降のトラブルの際の
批判が推進側を動かせなかった!
柴田鉄治：2011年11月JASTJ“原発震災報道"
を振り返る“シンポジウム基調講演から要約�
東日本大震災・原発震災が問いかけ
た科学コミュニケーションの重要性�
!  やはり強固だった「原子力ムラ」（あるいは生官産
学報ペンタゴン）による裏リスクコミュニケーショ
ン→「ただちに影響ない」「格納容器の健全性は
維持されている」，…，SPEEDI非公開，…NHK報
道部内部文書，気象学会理事長声明，…!
!  専門を越えたオルタナティブ情報発信→ネット，
ツィッター，週刊誌…!
!  「政府プロパガンダvsオルタナティブ情報発信」
の枠組みを乗り越えた市民科学リテラシー→情
報の取捨選択に始まり，計測・除洗の動きを�
科学者の科学離れ？�
!  日本では一般向けの『ニュートン』は売れるが，科学
者などの科学教育を受けた人向けの総合科学雑
誌，『科学』や『日経サイエンス』が堅調とはいえ，苦
戦．�
!  『日経サイエンス』と『Scientific American』!
���通常号は，3万部＜＜55万部�
���宇宙論や考古学などの別冊は�
��『日経サイエンス』10万部＞＞『Sci. Am.』!
!  自分の分野以外の科学への関心が低い�
�→「科学者の科学離れ」を克服できる魅力的な科学
コミュニケーションが求められている�
社会的学習 �
!  学習は社会的な営みである!
!  科学も社会的な営みになっている!
!  高度専門社会だからこその分業・ネッ
トワークによる知の活用が重要!
!  社会的学習の好機はいつか!
!  現代の学力観（学力テスト）はまだ個
人レベルに留まっている�
科学リテラシーの実態をとらえる�
!  個性とは，個々人の専門能力（得意）とそれ
をネットワークのなかで生かせる超専門能力
をどのように備えているか �
!  科学リテラシーとは，科学を理解し活用できる
個性的な能力�
!  その構築のために必要なのが，新しい科学
コミュニケーション（広義）や科学教育（生涯
教育±とくに学校教育）!
!  大震災・原発震災の際に，日本社会はどのよ
うな科学リテラシーを発揮したのか（メディア，
市民，専門家の動きを参与観察） �
正常性バイアス�
!  日の前にある危険を平常の範囲内と
誤認識すること!
!  人間の誰もが多かれ少なかれ備えて
いる!
!  津波警報がきても，大丈夫だと避難が
遅れる!
!  阪神・淡路大震災のときにもあらわに
なっていた!
【参考】小山真人：パニック神話に踊らされる人々—福島原発"
����������災害にまつわる不当な情報制限，科学，10月号（2011） �
「週刊誌」情報の評価基準�
!  一般記者が比較的長いストーリのある
（事実をつらね，意味づけをした）記事を
書く!
!  店頭（コンビニや駅売店など含む）での
売上を競っている!
!  新聞やテレビに比べて，読者に選ばれる
メディア!
!  一般的に，新聞やテレビに比べて信頼度
は低い（憶測記事が許されている）!
!  センセーショナリズムは看板（お化粧？）�
